
 

 
2024年 3月 29日 

報道関係者各位 
加賀電子株式会社 
東証プライム︓8154 

 
 

加賀電子が建設を進めるメキシコ新工場が、 
経済産業省「インド太平洋・中南米地域サプライチェーン 

参画支援事業」に採択 
 
 
加賀電子株式会社（本社:東京都千代田区、代表取締役 社長執行役員:門 良一、以下「当社」）は、メキ

シコにおける EMS※生産体制の強化・拡充に向けた新工場建設プロジェクトが、経済産業省が推進する「インド太平
洋・中南米地域サプライチェーン参画支援事業」に採択され、補助金として同事業上限額となる 1 億円交付される
ことが確定しましたので、お知らせいたします。 
※EMS︓Electronics Manufacturing Service の略語。電子機器の開発・生産を受託するサービス 
 
「インド太平洋・中南米地域サプライチェーン参画支援事業」は、経済産業省が日本とインド太平洋・中南米地域

のサプライチェーン強靭化に資する事業者の取り組みを促進するための補助金制度です。 
当社は、昨年 8月 16日に公表しましたとおり、当社の 100％子会社である「TAXAN MEXICO S.A. DE C.V.

（本社:メキシコ合衆国サンルイスポトシ州、代表取締役社長:鶴見 隆行、以下「タクサンメキシコ」）を通じて、メキ
シコで増大する EMS需要に対応するため、生産体制の強化・拡充を進めております。 
タクサンメキシコは、2017年の設立以来、米国市場向け四輪自動車用照明ユニット組立てを中心に EMS 事業

を展開しております。今般の新工場建設は、既存顧客からの受注増に加え、米国市場向け空調機器用電装基板
組立ての新規顧客獲得を契機として、最新の省エネ設備を導入し、生産効率が高く、環境にも配慮したモノづくりを
一層推進するための施策です。将来的には、「ユニット組立て」「電装基板実装」に加えて、「部品成型」「板金加工」
「完成品組立て」の諸機能を備えた一貫生産体制に拡充させるとともに、工場内データの可視化および当社が国内
外 10 ヵ国で展開するグローバル EMS 拠点間でデータ連携可能なシステムの導入により、今後ますます増大が見込
まれる北米ならびに中南米市場向け生産需要に対応する計画です。 
当社は、このメキシコ新工場を起点として現地生産、最寄り生産を推進することで、輸送期間の短縮、物流費の

抑制を図り、顧客ならびに仕入先との連携のもと、製品を安定的に市場に供給できる強靭なサプライチェーン構築に
貢献してまいります。 

 
（参考） 
 ■BCG、インド太平洋・中南米地域サプライチェーン強靭化支援企業（三次公募）を決定 

https://www.bcg.com/ja-jp/press/10october2023-bcg-sc-recruitment-second-annoumcement-of-the-results 

  
 ■メキシコにおける EMS生産体制の強化・拡充について 

https://www.taxan.co.jp/news-information/wp-content/uploads/2023/08/release_20230816.pdf 

 
 
■本件に関するお問い合わせ先 
加賀電子株式会社  
IR・広報部長 白井 一郎 
〒101-8629 東京都千代田区神田松永町20番地 
TEL:03-5657-0106 


